
高
市
早
苗
首
相
の
安
全
保
障
政
策
に

つ
い
て
意
見
具
申
す
る
立
場
の
官
邸
官

僚
が

「日
本
は
核
兵
器
を
保
有
す
べ
き

だ
」
と
の
考
え
を
記
者
団
に
示
し
た
。

核
兵
器
を

「持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち

込
ま
せ
ず
」
と
す
る
非
核
三
原
則
に
反

す
る
が
、
更
迭
の
動
き
は
な
い
。

『週
刊
文
春
』
と

『週
刊
新
潮
』
の
報
道

に
よ
る
と
、
こ
の
官
僚
は
首
相
補
佐
官

で
元
航
空
自
衛
隊
幹
部
の
尾
上
定
正
氏

と
さ
れ
る
。
米
国
に
留
学
し
た
理
論
派

と
さ
れ
、
高
市
氏
は
コ
ラ
ム
で
「古
く

か
ら
の
飲
み
友
達
」
と
伝
え
て
い
る
。

実
は
政
府
に
よ
る
核
保
有
の
研
究

は
、
１
９
６
７
年
か
ら
７０
年
に
か
け

一　
て
、
国
際
政
治
学
者
、
核
物
理
学
者
ら

一　
５
人
を
集
め
て
極
秘
に
行
な
わ
れ
た
。

一　
結
論
は

「
日
本
の
核
武
装
は
国
際
政
治

一　
的
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
安
全

一　
保
障
上
の
効
果
も
著
し
く
減
退
す
る
」

一　
と
い
つヽ
も
の
だ
っ
た
。

一　
　
核
弾
頭
は
比
較
的
簡
単
に
作
れ
る
も

一　
の
の
、
核
実
験
と
核
兵
器
の
保
管
に
問

一　
題
が
あ
っ
た
。
研
究
終
了
後
の
７６
年
、

一　
日
本
は
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
に
批

一　
准
、
地
下
核
実
験
の
み
可
能
と
な
っ
て

　̈
い
る
が
、
地
震
大
国
の
地
殻
変
動
を
招

一　
き
か
ね
な
い
。
ま
た
狭
い
日
本
の
ど
こ

一　
に
核
ミ
サ
イ
ル
を
置
く
の
か
。

一　
　
政
治
的
な
コ
ス
ト
は
さ
ら
に
大
き

一　
い
。
核
保
有
を
め
ぐ

つ
て
国
内
は
分
断

一　
さ
れ
、
核
不
拡
散
条
約

（Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
か

一　
ら
の
脱
退
に
伴
う
経
済
制
裁
に
よ
っ
て

一　
食
糧
、
燃
料
な
ど
の
資
源
に
乏
し
い
日

一　
本
は
立
ち
枯
れ
て
し
ま
う
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

一　
包
囲
網
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
。

一　
　
核
保
有
論
者
は

「米
国
は
自
国
へ
の

一　
報
復
攻
撃
を
覚
悟
し
て
ま
で
、
日
本
を

守

つ
て
く
れ
る
の
か
」
と
拡
大
抑
止

ヘ

の
不
信
感
を
示
す
。
し
か
し
、
他
国
か

ら
核
兵
器
で
攻
撃
さ
れ
、
米
国
に
反
撃

を
求
め
た
時
点
で
す
で
に
手
遅
れ
だ
。

拡
大
抑
止
と
は
、
日
本
に
核
を
撃
ち
込

ま
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
に

尽
き
る
。

尾
上
氏
を
含
む
元
自
衛
隊
幹
部
ら
は

昨
年
６
月
、
「
日
米
同
盟
に
お
け
る
拡

大
抑
止
の
実
効
性
向
上
を
目
指
し
て
―

『核
の
傘
』
を
本
物
に
―
」
と
の
表
題
の

論
考
を
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
非
核
三

原
則
の
「持
ち
込
ま
せ
ず
」
を

「撃
ち
　
５ｏ

込
ま
せ
ず
」
に
変
更
す
べ
き
だ
と
提
言

し
て
い
る
。

「持
た
ず
、
作
ら
ず
」
は
日
本
の
意
思

で
決
め
ら
れ
る
が
、
撃
ち
込
む
の
は
他

国
の
意
思
な
の
で
論
理
矛
盾
し
て
い

る
。
「持
ち
込
み
は
可
」
と
解
釈
で
き
る

文
章
と
す
る
こ
と
に
真
の
狙
い
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。
米
国
が
開
発
中
の
空
中
発

射
、
水
上
発
射
の
新
型
戦
術
核
ミ
サ
イ

ル
を
将
来
、
日
本
に
持
ち
込
ま
せ
る
た

め
の
呼
び
水
に
は
な
る
。

米
国
か
ら
す
れ
ば
、
戦
術
核
を
日
本

に
置
け
ば
、
拡
大
抑
止
の
責
務
を
果
た

し
た
こ
と
に
な
り
、
日
本
が
核
攻
撃
さ

れ
て
も
米
国
は
安
泰
で
あ
っ
て
都
合
の

よ
い
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
高
市
氏
の

持
論
で
も
あ
る
「持
ち
込
ま
せ
ず
」
の

見
直
し
は
、
日
本
を

「捨
て
石
」
も
し

く
は
米
国
を
守
る
「盾
」
に
し
か
ね
な

い
。
わ
か
つ
て
い
る
の
か
。

抑
止
と
は
、
外
交
、
軍
事
、
貿
易
、

文
化
、
人
的
交
流
と
い
っ
た
多
面
的
な

要
素
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
初
め
て
成
立

す
る
。
軍
事
力
強
化
の
一
本
足
打
法
に

頼
り
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。・

は
ん
だ
　
し
げ
る
・
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
昨
年

■
月
に
新
刊

『半
田
滋
の
新
・安
全
保
障
論

「
安
倍

政
治
」
の
現
在
地
』
（あ
け
び
書
房
）
刊
行
。

一
■

―

．

「撃
ち
込
ま
せ
ず
」
に
変
更
を

核
保
有
主
張
の
官
僚
ら
提
言

通常弾頭のトマホークを発射する米駆逐艦。(提供/米

国防総省DVIDS)
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